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市
社
会
福
祉
協
議
会
・
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
U
プ
「
う
い
ろ

う
の
会
」
主
催
。
対
象
は
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、
過
去
に

基
礎
的
（
初
級
）
朗
読
講
習
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
方
。

◆
内
容

随
筆
、
純
文
学
、
詩
歌
、

論
文
、
物
語
（
時
代
小
説
）
な
ど
。

▽
９
月
20
日
、
10
月
４
・
18
・
25

日
、
11
月
１
・
８
・
15
・
29
日
、

12
月
６
・
20
日
の
土
曜
日
（
全
10

回
）
午
前
10
時
〜
12
時
、
市
役
所

第
二
庁
舎
４
階
会
議
室
で
。
テ
キ

ス
ト
代
（
１
千
500
円
）
自
己
負
担
。

▼
９
月
11
日
œ
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・

職
業
（
在
勤
・
在
学
者
は
そ
の
名

称
・
所
在
地
・
電
話
番
号
）
・
受

講
の
動
機
を
記
入
し
「
〒
181
―
０

０
１
２
上
連
雀
８
―
３
―
10
み
た

か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
U
（
朗

読
講
座
係
）
」
へ
申
し
込
む
。
定

員
24
人
。

∞
同
セ
ン
タ
U
ò
76
―
１
２
７

１

秋
期
子
宮
が
ん
検
診
。
30
歳

以
上
（
昭
和
49
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
）
の
女
性
市
民
の
方

対
象
。

▽
11
月
１
日
—
〜
29
日
—
、
市

内
協
力
医
療
機
関
で
。
定
員
１

千
500
人
。

▼
９
月
26
日
–
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
は
が
き
に
「
子
宮
が

ん
検
診
希
望
」
と
明
記
の
上
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
年

※
今
年
度
か
ら
、
乳
が

ん
検
診
の
方
法
が
変
わ
り

ま
し
た
の
で
、
乳
が
ん
検

診
と
子
宮
が
ん
検
診
を
同

時
に
受
診
す
る
こ
と
は
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
乳

が
ん
検
診
は
別
に
申
し
込

む
。
く
わ
し
く
は
10
月
発

行
の
「
広
報
み
た
か
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

∞
同
セ
ン
タ
U
ò
46
―
３
２

５
４

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
「
〒

181
―
０
０
０
４
新
川
６
―
35
―

28
三
鷹
市
総
合
保
健
セ
ン
タ

U
」
へ
申
し
込
む
（
窓
口
も
可
）。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

人
と
人
を
和
や
か
に
つ
な
ぐ
技

術
、
「
ア
イ
ス
ブ
レ
U

キ
ン
グ
」

を
学
び
ま
せ
ん
か
？

◆
対
象
者

高
齢
者
の
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
い

方
、介
護
予
防
に
関
心
の
あ
る
方
、

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
る
方
な
ど
。

◆
場
所

総
合
保
健
セ
ン
タ
U
２

階
ホ
U
ル
（
新
川
６
―
35
―
28
）

◆
内
容

fl
講
義
「
参
加
者
の
笑

顔
を
引
き
出
す
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
＝

９
月
10
日
Œ
、
講
師
は
日
野
社
会

教
育
セ
ン
タ
U
館
長
・
東
京
都
レ

ク
リ
エ
U
シ
ョ
ン
協
会
講
師
の
中

能
孝
則
さ
ん
‡
実
技
「
出
会
い
を

和
ら
げ
る
ゲ
U
ム
・
ち
ょ
っ
と
汗

か
く
ふ
れ
あ
い
ゲ
U
ム
」
＝
９
月

29
日
Ã
、
講
師
は
日
野
社
会
教
育

セ
ン
タ
U
職
員
の
能
瀬
由
紀
子
さ

ん
・
阿
部
和
広
さ
ん
·
実
技
「
の

ん
び
り
・
ゆ
っ
く
り
・
じ
っ
く
り

と
〜
仲
間
づ
く
り
と
健
康
体
操
」

＝
10
月
22
日
Œ
、
講
師
は
日
野
社

会
教
育
セ
ン
タ
U
職
員
の
佐
藤
文

代
さ
ん

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
。
原
則
と
し
て
３
回

と
も
参
加
可
能
な
方
。

▼
総
合
保
健
セ
ン
タ
U
ò
46
―
３

２
５
４
へ
申
し
込
む

専
門
医
と
保
健
師
に
よ
る
個
別

相
談
を
行
い
ま
す
。

◆
一
般
精
神
保
健
相
談
＝
９
月
18

日
œ
・
22
日
Ã
・
30
日
Õ
。
眠
れ

な
い
、
何
も
し
た
く
な
い
、
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
、
人
と
接
す
る

の
が
つ
ら
い
な
ど
で
お
悩
み
の

方
。

◆
老
人
保
健
相
談
＝
９
月
３
日

Œ
。
お
年
寄
り
の
心
の
問
題
や
行

動
の
変
化
な
ど
で
お
悩
み
の
方
。

◆
思
春
期
相
談
＝
９
月
17
日
Œ
。

思
春
期
〜
青
年
期
の
心
の
悩
み
や

家
族
問
題
に
つ
い
て
お
悩
み
の

方
。

◆
ア
ル
コ
U
ル
ミ
U
テ
ィ
ン
グ
＝

９
月
４
日
œ
。
ア
ル
コ
U
ル
依
存

症
な
ど
を
克
服
し
、
生
活
を
改
善

す
る
た
め
、
本
人
や
家
族
が
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
を
話

し
合
い
ま
す
。

▼
い
ず
れ
も
事
前
に
同
保
健
サ
U

ビ
ス
課
ò
54
―
２
１
６
１
へ
申
し

込
む
。
相
談
時
間
は
午
後
２
時
〜

４
時
、
相
談
場
所
が
武
蔵
野
・
三

鷹
と
分
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
し
込
み
の
際
必
ず
場
所

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
相
談
日
以

外
で
も
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

こ
こ
ろ
に
関
す
る
悩
み
や
問
題

に
つ
い
て
、
保
健
師
が
夜
間
に
電

話
に
よ
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

∞
受
付
専
用
電
話
ò
54
―
２
１

６
２
（
平
日
午
後
５
時
30
分
〜
８

時
）毎

月
、
第
１
土
曜
（
祝
日
の
場

合
は
第
２
土
曜
）
に
、
健
康
相
談
、

医
療
費
助
成
申
請
な
ど
の
各
種
申

請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
く
わ

し
く
は
三
鷹
武
蔵
野
保
健
所
各
担

当
係
ò
54
―
２
１
６
１
へ
（
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）。

市
内
在
住
の
70
歳
以
上
で
市

の
指
定
旅
館
に
宿
泊
さ
れ
る
方

に
、
年
度
１
回
３
千
円
を
助
成

し
ま
す
。
要
介
護
１
〜
５
の
方

が
利
用
す
る
場
合
は
同
行
す
る

介
護
者
１
人
も
助
成
の
対
象
。

利
用
で
き
る
施
設
は
fl
市
民
保

養
所
「
箱
根
み
た
か
荘
」、「
川

上
郷
自
然
の
村
」
、
‡
指
定
旅

館
15
施
設
（
右
表
）。

▼
fl
は
市
民
課
（
市
役
所
１
階

‡
番
窓
口
）
へ
、
‡
は
宿
泊
先

に
予
約
し
た
後
、
利
用
の
10
日

前
ま
で
に
高
齢
者
支
援
室
（
市

役
所
１
階
⑬
番
窓
口
）
へ
印
鑑

持
参
の
上
申
し
込
む
。

※
助
成
券
の
申
請
は
必
ず
宿

泊
前
に
し
て
く
だ
さ
い
。

∞
高
齢
者
支
援
室
ò
内
線
２

６
２
７

満
70
歳
以
上
の
都
民
の
方
に
は

申
し
込
み
に
よ
り
、
都
バ
ス
、
都

営
地
下
鉄
、
都
電
お
よ
び
小
田
急

バ
ス
、
京
王
バ
ス
な
ど
の
都
内
民

営
バ
ス
を
利
用
で
き
る
「
東
京
都

シ
ル
バ
U
パ
ス
」
が
発
行
さ
れ
ま

す
。現
在
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
は
、

９
月
中
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
新
し
い
パ
ス
の
有
効
期

間
は
、
発
行
日
か
ら
平
成
16
年
９

月
30
日
ま
で
で
す
。

※
代
理
の
方
が
シ
ル
バ
U
パ
ス

更
新
の
手
続
き
を
す
る
場
合
に
も

左
記
fl
か
ら
·
ま
で
の
書
類
（
利

用
者
名
義
の
も
の
）
を
ご
持
参
に

な
れ
ば
、
シ
ル
バ
U
パ
ス
更
新
手

続
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
更
新
に
必
要
な
も
の

fl
シ
ル

バ
U
パ
ス
更
新
申
込
書
（
８
月
下

旬
〜
９
月
上
旬
に
東
京
バ
ス
協
会

よ
り
郵
送
）
、
‡
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
身
分
証

明
書
（
保
険
証
ま
た
は
免
許
証
）、

·
現
在
ご
使
用
の
パ
ス
（
旧
シ
ル

バ
U
パ
ス
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

小
田
急
バ
ス
武
蔵
境
営
業
所
ò
31

―
６
１
９
１
へ
）。

※
所
得
状
況
が
変
わ
り
、
住
民

税
が
課
税
か
ら
非
課
税
に
な
っ
た

方
は
、
「
平
成
15
年
度
住
民
税
非

課
税
証
明
書
」
を
あ
わ
せ
て
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◆
更
新
費
用

平
成
15
年
度
の
市

民
税
が
fl
非
課
税
の
方
＝
１
千

円
、
‡
課
税
の
方
＝
２
万
510
円

◆
更
新
窓
口

申
込
書
類
に
窓
口

案
内
を
同
封
し
ま
す
。
案
内
図
記

載
の
窓
口
で
更
新
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
窓
口
な
ど
は
混
雑
を

避
け
る
た
め
指
定
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
シ
ル
バ
U
パ
ス
を
初
め
て
利

用
す
る
方
で
、
有
効
期
間
が
平
成

16
年
９
月
30
日
ま
で
の
シ
ル
バ
U

パ
ス
を
ご
希
望
の
方
は
、
10
月
１

日
以
降
に
直
接
小
田
急
バ
ス
の
営

業
所
、
窓
口
で
申
し
込
む
。

∞
東
京
バ
ス
協
会
ò
03
―
５
３

０
８
―
６
９
５
０
（
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）
・
東
京
都
福
祉
局
在

宅
サ
U
ビ
ス
課
ò
03
―
５
３
２
０

―
４
１
７
７
（
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
。

自
宅
を
中
心
に
無
理
を
し
な
い

で
イ
キ
イ
キ
動
け
る
自
分
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
郵
送
に
よ
る
や
り
と

り
で
日
常
生
活
で
の
活
動
量
増
加

の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。
市
と
早
稲

田
大
学
の
共
同
事
業
の
た
め
デ
U

タ
は
同
大
学
に
も
提
供
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
個
人
情
報
保
護
の
も

と
に
個
人
を
特
定
し
な
い
範
囲
に

な
り
ま
す
。

◆
対
象
者

65
歳
以
下
の
在
住
・

在
勤
の
市
民
（
夫
婦
で
の
参
加
も

大
歓
迎
）
で
、
日
常
生
活
で
週
２

回
１
日
30
分
以
上
の
運
動
を
し
て

い
な
い
方
（
平
成
15
年
度
「
フ
ォ

ロ
U
ア
ッ
プ
教
室
」、「
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
教
室
」
不
参
加
者
）
。
原
則

と
し
て
９
月
20
日
—
の
事
前
説
明

会
、
12
月
13
日
—
の
修
了
式
に
参

加
で
き
る
こ
と
。

◆
実
施
期
間

９
月
下
旬
〜
12
月

上
旬
（
４
カ
月
間
）

◆
費
用
　
500
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
８
月
29
日
–
ま
で
に
、
総
合
保

健
セ
ン
タ
U
ò
46
―
３
２
５
４
へ

電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込
む
。

通
信
教
育
で

生
活
習
慣
の
改
善
を
¿

受
講
者
大
募
集

耳
鼻
科
の
外
来
に
「
に
お
い

が
し
な
い
」
と
受
診
さ
れ
る
方

が
時
々
お
ら
れ
ま
す
。
い
つ
か

ら
で
す
か
と
尋
ね
る
と
、
「
う

U
ん
」
と
考
え
込
ん
だ
あ
げ
く

結
局
、
「
い
つ
か
ら
か
思
い
出

せ
な
い
が
臭
わ
な
い
」
と
答
え

る
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

に
お
い
を
感
じ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
、
脳
神
経
の
一
部
で
あ
る
嗅

神
経
の
枝
が
鼻
の
中
に
出
て
い

て
、
こ
れ
が
に
お
い
の
粒
子
を

感
じ
取
り
、
ど
ん
な
に
お
い
か

を
判
断
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

に
お
い
が
し
な
く
な
る
原
因

と
し
て
多
い
の
が
、
カ
ゼ
を
ひ

い
た
後
に
お
い
が
わ
か
ら
な
く

な
る
ケ
U
ス
で
、
カ
ゼ
の
ウ
イ

ル
ス
が
嗅
神
経
に
ダ
メ
U
ジ
を

与
え
た
場
合
に
起
こ
り
ま
す
。

カ
ゼ
が
治
っ
た
後
、
に
お
い
が

し
な
い
症
状
だ
け
が
続
く
た

め
、
嗅
神
経
が
回
復
す
る
よ
う

に
内
服
薬
に
よ
る
治
療
を
し
ば

ら
く
続
け
ま
す
。

次
は
鼻
の
病
気
、
例
え
ば
鼻

の
中
に
ポ
リ
U
プ
が
充
満
し
て

い
た
り
、
ア
レ
ル
ギ
U
性
鼻
炎

や
鼻
中
隔
わ
ん
曲
症
が
あ
る
場

合
で
、
に
お
い
の
粒
子
が
嗅
神

経
に
到
達
し
に
く
い
た
め
よ
く

に
お
い
ま
せ
ん
。
外
科
治
療
を

含
め
、
鼻
の
病
気
を
治
し
鼻
呼

吸
を
正
常
に
し
て
や
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
頭
部
外
傷

で
も
嗅
覚
低
下
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
神
経
や
脳
に
病
気

が
あ
る
場
合
、
具
体
的
に
は
嗅

神
経
の
腫
瘍
や
頭
蓋
内
病
変

（
脳
出
血
、
脳
梗
塞
、
脳
腫
瘍
）

が
原
因
で
神
経
と
し
て
の
機
能

を
発
揮
で
き
な
い
時
に
も
症
状

が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
場
合
に

は
、
に
お
い
を
嗅
ぎ
分
け
る
と

い
う
機
能
を
あ
る
程
度
犠
牲
に

し
て
も
生
命
へ
の
危
険
を
回
避

す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
重
大
な
病
気
の

シ
グ
ナ
ル
で
あ
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
の
で
、
に
お
い
が
わ
か

り
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
た

ら
、
早
め
の
受
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。

嗅
覚
低
下
を
訴
え
る
患
者
さ

ん
に
は
、
問
診
や
所
見
か
ら
治

療
計
画
を
そ
れ
ぞ
れ
立
て
ま
す

が
、
回
復
の
度
合
は
個
人
差
が

大
き
い
、
と
い
う
の
が
私
の
実

感
で
す
。
「
に
お
い
」
の
治
療

を
し
て
い
る
と
「
味
」
の
ほ
う

も
良
く
わ
か
っ
て
き
た
、
と
い

う
方
が
中
に
は
出
て
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
嗅
覚
と
味
覚

が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
病
気
を
治
し
て

四
季
折
々
の
に
お
い
（
香
り
）

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
三
鷹
市
医
師
会
）

「
に
お
い
が
し
な
い
？
」

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

東京都シルバーパス
更新手続きのお知らせ

30
歳
以
上
の

女
性
の
方
対
象

子
宮
が
ん
検
診

地
域
健
康
づ
く
り

「
人
と
人
を
つ
な
ご
う
」

高
齢
者
の
保
養
宿
泊
費
を

助
成
し
ま
す

三鷹市高齢者保養施設一覧
場　　所 施 設 名 電話番号

0422－45－1151

0422－45－1151

箱根みたか荘

川上郷自然の村

03－3894－4018
0279－88－3251

03－3271－8941
0266－52－2151

03－3412－8761
0465－63－3111

03－3262－3587
0460－5－8800

03－3526－3755
0557－81－1111

03－5660－2515
0557－81－3561

03－3851－2711
054－628－3131

03－3371－7110
0558－85－023

0279－72－3711

0552－63－1131

0552－63－5811

0262－75－0338

0557－23－2121

0558－98－1115

0558－35－7311

ホテル望雲

諏訪湖ホテル

青巒荘（せいらんそう）

箱根湯本ホテル

西熱海ホテル

玉の湯ホテル

ホテルアンビア松風閣

旅館　月ヶ瀬

ホテル銀水

トロンの湯

ホテル平安

笹屋ホテル

熱川グランドホテル

桂川シーサイドホテル

七滝温泉ホテル

草　津

上諏訪

湯河原

箱　根

熱　海

　〃　

焼　津

天　城

伊香保

御　坂

石　和

戸　倉

熱　川

土　肥

河　津

群　馬

　〃 　

神奈川

　〃 　

静　岡

　〃

　〃

　〃 

　〃　

山　梨

　〃 　

長　野

　〃 

　〃　

　市民保養所

 校外学習施設

　〃 

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
践
講
座
（
中
級
）

お
年
寄
り
の
趣
味
活
動
か
ら
創

り
出
さ
れ
た
作
品
を
展
示
す
る

「
高
齢
者
作
品
展
」。
み
な
さ
ん
の

力
作
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
対

象
は
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

（
高
齢
者
在
宅
サ
U
ビ
ス
セ
ン
タ

U
利
用
者
・
老
人
ホ
U
ム
入
所
者

は
65
歳
未
満
で
も
可
）。

▽
９
月
８
日
Ã
〜
14
日
À
、
市
役

所
１
階
市
民
ホ
U
ル
で
展
示
。
絵

画
、
手
工
芸
品
、
彫
刻
、
陶
器
、

写
真
な
ど
（
１
人
１
点
以
内
）

▼
８
月
18
日
Ã
〜
29
日
–
に
、
高

齢
者
支
援
室
ò
内
線
２
６
２
７
へ

申
し
込
む
。
作
品
搬
入
は
９
月
５

日
–
の
午
前
中
、
市
役
所
１
階
市

民
ホ
U
ル
へ
（
返
却
は
９
月
16
日

Õ
の
午
前
中
）。

高
齢
者
作
品
展
に

出
品
し
ま
せ
ん
か
？

■
夜
間
精
神

保
健
電
話
相
談

■
保
健
所
の

土
曜
日
サ
U
ビ
ス


